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番護凝固における交流分析時研究  

看護学盤の裔讃実習における時問の構造化についぞ  
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要  旨   

本研究の目的は臨床実習における看護学生と患者との関係について、ひきこ  

もり、儀礼、雑談、ゲーム、親交および活動の時間の構造化6要素について、  

交流分析（TransactionalAnalysis：TA）で明らかにすることである。「看護学生  

の人間関係調査用紙」を作成し、A大学医療技術短期大学部看護学生74名を  

対象として1年次、2年次、3年次にわたって調査した。分析は各学年実習終  

了後のデータについて因子分析（バリマックス回転）を行い因子の解釈と命名  

を行った。そして各年次の各因子構造を比較検討した。結果、1年次因子構造  

は「他者否定」「雑談」「自閉的向学」「非儀礼」「活動」「患者逃避」である。2  

年次因子構造は「内面思考」「活動」「儀礼」「他者否定」「排他的集団結成」「非  

雑談」である。3年次は「内面思考」「親交・雑談」「儀礼・親交」「他者肯定」  

「自閉的向学」「活動」である。次に1年次から3年次の因子構造の変化をみる  

と「他者否定」が「他者肯定」へ、「患者逃避」が「活動」へとなった。このこと  

は3年次に、より建設的な時間の構造化が見られるということを意味している。  

キ匝ワ如ド：臨床実習，看護学生，人間関係，交流分析，時間の構造化  

題に気づき1）、よい方向に改善するならば、  

看護者の対応によって少なくとも、患者の回  

復意欲を低下させるような看護は避けられる  

ものと考える。そこで本研究では看護学生と  

患者との関係を、Transactionalanalysis（以下  

TAと略す）により2）、看護学生の対患者のあ  

り方、すなわち臨床実習でどのように過ごし  

ているかを時間の構造化に焦点をあて、検討  

するものである。  

1．はじめに   

看護教育における臨床実習は看護学生と患  

者との関係を中心に行われる。そのために、  

看護学生の実習時間の過ごし方は患者の回復  

過程を左右する重要な1つの要素となる。   

看護学生は臨床実習において自分と患者と  

のかかわり合いの中で実習時間の配分計画を  

して看護をしている。それは実習中、患者と  

の人間的ふれあいを得るために、どんな時間  

を持つか考えているようにみえる1）。入院に  

よって人との交流の場が少なくなった患者  

に、基本的な時間の構造化欲求を患者自身が  

充足していけるように援助する手だてとし  

て、看護者自身が患者との時間の構造化の間  

2．研究目的   

臨床実習における看護学生と患者との繭係  

についで3）．4）、ひきこもり、儀礼、維談、 ゲ  

ーム、親交および活動の時間の構造化6要素  
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について、交流分析（TransactionalAnalysis：  

TA）で明らかにする。  

承認の飢え（1・eCOgnition－hunger）と呼ばれる  

要求に一部転化する。この刺激や承認をスト  

ローク（storok）と呼び、ひとつのストロー  

クを社会行為の基本的な単位としてストロー  

クの交換がトランザクション（transaction）  

を構成する。そして、このトランザクション  

が社会的接触の単位であると考えている。   

この刺激の飢えと承認の飢えは、成人の場  

合も感覚遮断や社会的刺激の遮断の際にもみ  

られるという。   

そして刺激の飢えと承認の飢えの後に続く  

ものは構造の飢え（struCture－hunger）である。   

人間が社会生活を営む最大の動機は、他の  

人びととの交流からできるだけ多くの満足あ  

るいは利益（advantages）を得ようとするこ  

とである。   

社会生活において時間を有効に設計するこ  

と、すなわち時間を構造化することは人間的  

欲求の1つといわれ、暗闘の構造化の要求と  

さえいわれる。したがって、毎日の時間の過  

ごし方で時間的に多忙な生活状態、あるいは  

時間的に退屈な生活状態は身体的、精神・心  

理的な消耗（marasmaus）の原因となる。   

時間の構造化（timestructuring）の操作的  

な面はプログラミングと呼ばれる。そして2  

人あるいはそれ以上の社会集団に属している  

とき、時間を構造化するためにいくつかの便  

法をもっているとして、複雑さのJl酎こ、（1）  

儀礼（2）雑談（3）ゲーム（4）親密（5）活  

動をあげている。この社会的プログラミング  

に個人的プログラミングのひきこもりが加わ  

って6つの時間的要素項目となる。   

看護における時間の構造化とは1）、看護婦  

が患者とどのように時間を過ごすかというこ  

とである。患者と看護婦関係における時間の  

構造化要素6項目については研究方法で述べる。  

3．用語の概念及び定義  

1）交流分析とは   

交流分析（TransactionalAnalysis：TA）は、  

一つのパーソナリティー理論であり、個人が  

成長し変化するためのシステマテイツクな心  

理療法の一つである（国際TA協会）と定義  

されている5）。この定義のように、TAの創始  

者エリック・バーン（EricBerne）は精神科  

医として1950年の中ごろから本法を提唱し始  

めている。   

理論は自己や他者を自我状態で理解する  

（構造分析）、自己の他者に対する構えを知る  

（基本的人生態度理論）、対人関係のあり方を  

知る（対話分析とゲーム分析およびストロー  

ク理論）、時間の使い方を知る（時間の構造  

化理論）、自分の生き方を知る（脚本分析）  

などの4つの分析と3つの基本的理論があ  

る。エリック・バー ンはTAの目的6）を自律性  

（Autonomy）を得ることといい、気づき  

（Awareness）、自発性（Spontaneity）、親密・  

親交（Intimacy）の3つを得ることによって  

達成できるとしている。   

この7つの理論のうち時間の構造化理論に  

焦点をあてる。  

2）時間の構造化   

エリック・バーン2）は、スピッツが感情遮  

断（emotionaldeprivation）と呼んだ研究から  

刺激の飢え（sutimulus－hunger）という考えを  

導いた。以下要約する。   

長期間、母親との接触を制限された幼児は  

成長・発達が遅れたり、病気を併発したりす  

ることから、最も望ましい刺激は身体的な接  

触による親密さであるとした。   

母親との親密な接触の期間が過ぎると、幼  

児は言語・非言語コミュニケーションによる  

】244－   



TheJournalofKyushuUniversity ofNursingandSoeialWelfareVol．5No．1Mar．2003  

としては最低限度の人間的ふれあいの交換で  

ある。看護学生では患者と面識の浅い実習初  

期にこの儀礼的関係が多い。   

質問項目は次の7項目である。項目2…  

朝・夕のあいさつをする，項目7…話に敬語  

を入れる，項目13…患者にばか丁寧に口をき  

く，項目18…よく知らない患者には不必要な  

話をしない ，項目22…年長者に敬意を表する，  

項目27‥・礼儀正しくふるまう，項目38…皆の  

前で自分の意見は一般論でにげる。  

（3）雑談   

雑談は気晴らし、ひまつぶし、井戸端会議  

などといわれ、お互いに深入りしないおしゃ  

べりによって人間的なふれ合いの交換をする  

ことを意味する9）。看護学生は受持患者との  

関係を成立させるために、儀礼的関係のあと  

雑談的関係に陥りやすいり。雑談的関係は親  

交的関係に至ることが少なくない。   

質問項目は次の7項目である。項目3…病  

院の職員とよく話をする，項目5…患者と仕  

事以外の話をする，項目8…芸能人やスポー  

ツの話をする，項目23…人のうわさ話をする，  

項目28・‥ニュースなどをみんなにしゃべる，  

項目34…週刊誌・マンガなどを眺める，項目  

39…お茶やタバコで雑談をする。  

（4）ゲーム   

ゲームは心理的なもので、交流は定型化し  

た相補的・裏面的交流で行われる9）。その結  

果、互いに後味の悪い不快感憎が残る。ゲー  

ムは対人関係の構えを維持し、ストロークを  

得、時間を構造化することを目的に行われる。   

看護学生は受持患者に日常的に接するよう  

になると、患者との交流も深まり、社会的接  

触の場面から個人的接触の強いゲーム交流に  

陥りやすくなる1）。ゲームは非建設的な時間  

の構造化である。   

質問項目は次の8項目である。項目6・‥患  

者を避けたい，項目11…患者と話して不快感  

4．研究方法  

1）調査対象はA大学医療技術短期大学部看  

護学生74名を1年次、2年次、3年次にわ  

たって対象とする。学生の背景は、年齢、1  

9歳～23歳、女性である。  

2）調査実施方法は、看護学生の人間関係調  

査用紙7）（表1）を使用する。1年次は平成  

3年2月、基礎看護実習Ⅰ（1週間）の終了  

時、2年次は平成3年9月、基礎看護実習  

Ⅲ（2週間）の終了時、3年次は専門実習期  

間中の平成4年7月に実施する。  

3）調査用紙は、TAにおける時間の構造化  

6要素2）8）に基づき作成する。質問項目は40  

項目で、各質問項目毎に次のように5段階尺  

度にする。1＝全くそうでない，2＝時々  

そうでない，3＝わからない，4＝時々そう  

である，5＝いつもそうである   

なお、調査項目、40の相関係数の平均値よ  

り算出した信頼性係数はクローンバッハのγ  

において0．68であった。調査項目は次のよう  

になる。  

（1）ひきこもり   

ひきこもりは自閉ともいう9）。患者との交流  

を避けて、個人ひとりの時間をもったり、患  

者のそばにいるにもかかわらず、心が離れて  

個人的な考えごとをしている状態であるり。  

質問項目は次の6項目である。項目1…食事  

中人と話をしない，項目12…考えても何もな  

らないことを山生懸命考える，項目17…患者  

といるときに他のことを考える，項目21・‥職  

場（実習場）で考えごとをする，項目26…控  

え室などに1人でいる，項目32…ノしとしゃべ  

りたくない気持ちが起こる。  

（2）儀礼   

日常の挨拶で儀式に同席して多くの人と儀  

礼的に過ごすことである9）。ここでは大部屋  

に入院している受持患者やその同室患者と同  

じ時間をもつことである1）。儀礼は人間交流  
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表1  

看護学生の人間関係調査  

看護は患者さんとの人間関係で成り立っています。  
日常の看護場面で患者さんと接するときやそれ以外の時間をどのように過ごしているか、下記の  

間に答えて下さい。以下の内容を5段階（⑤いつでもそうである ④時々そうである ③わから  

ない ②時々そうでない ①全くそうでない）で回答して下さい。該当する数字に○をつけて回  

答して下さい。  

1食事中人と話をしない   

2 朝・夕のあいさつをする   

3 病院の職員とよく話をする   

4 患者の身のまわりの世話をする   

5 患者と仕事以外の話をする   

6 患者をさけたい   

7 話に敬語を入れる   

8 芸能人やスポーツの話をする   

9 文献を調べる  

10 同僚と仕事に関して相談する  

11患者と話して不快感がある  

12 考えても何にもならないことを一生懸命考える  

13 患者にばか丁寧に口をきく  

14 患者の治療・処置の介助を楽しく行う  

15 患者から相談を受ける  

16 患者の態度が気にいらない  

17 患者といるときに他のことを考える  

18 よく知らない患者には不必要な話をしない  

19 趣味の合う人とつきあう  

20 患者にきらいな人がいる  

21職場で考えごとをする  

22 年長者に敬意を表する  

23 人のうわさ話をする  

24 休憩時問などに親しい人と話し込んでしまう  

25 患者や看護婦といいあらそいをする  

26 控室などに1人でいる  

27 礼儀正しくふるまう  

28 ニュースなどをみんなにしゃべる  

29 仕事は計画的に片づける  

30 他人の意見を尊重する  

31物事を悪い方に考える  
32 人としゃべりたくない気持ちが起こる  

33 病院の行事に参加する  

34 週刊誌・マンガなどを眺める  

35 原著や論文を読む  

36 相手の話をよく聞く  
37 気分がゆううつになる  

38 皆の前で自分の意見は一般論でにげる  

39 お茶やタバコで雑談をする  

40 患者の呼び出しに不快感がある   
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数値を示した。そして、看護学生各学年の因  

子分析による因子負荷量の高い項目について  

解釈する。さらに、看護学生1年次、2年次  

及び3年次の各因子分析による因子負荷量の  

高い項目の因子構造を比較検討する。  

がある，項目16…患者の態度が気にいらない，  

項目20…患者に嫌いな人がいる，項目25…患  

者や看護婦と言いあらそいをする，項目31…  

物事を悪い方に考える，項目37‥・気分がゆう  

うつになる，項目40…患者の呼び出しに不快  

感がある。  

（5）親交   

親交はゲームのない関係である。相互の信  

頼と共感的ふれあいが基本となる9）。しかし  

人間的接触がより個人的な意味が強く、多く  

の時間を構造化することはできにくい。   

看護学生は受持患者との親交的関係を目標  

としている。親交的関係によって患者は回復  

意欲を高め、学生は学習意欲を高めている1）。   

質問項目は次の6項目である。項目10…同  

僚と仕事について相談する，項目15…患者か  

ら相談を受ける，項目19…趣味の合う人とつ  

きあう，項目24…休憩時間などに親しい人と  

話し込んでしまう，項目30…他人の意見を尊  

重する，項目36…相手の話をよく聞く。  

（6）活動   

活動は仕事、家事、育児、学業などを意味  

する9）。看護学生は実習での学習や看護活動  

で、生産的、創造的な面をもっている行動を  

いう。   

1日の実習時間8時間を活動時間といえ  

る。ここでは患者の身のまわりの世話、治療  

処置の介助、実習中の文献学習などを活動と  

している1）。   

質問項目は次の6項目である。項目4・‥患  

者の身のまわりの世話をする，項目9…文献  

を調べる，項目14…患者の治療・処置の介助  

を楽しく行う，項目29…仕事は計画的に片付  

ける，項目33…病院の行事に参加する，項目  

35…原著や論文を読む。  

4）分析方法は調査結果を5段階尺度の回答  

から数量化し、基礎統計処理及び因子分析を  

行う。表2，3，4にはバリマックス回転後の  

5．結果  

1）時問の構造化の調査項目による学年次別  

の比較について   

調査項目における各学年次の平均値と標準  

偏差によるt検定の結果、有意差のある項目  

は、項目5，6，8，9，11，15，16，17，  

18，19の10項目であった。項目15以外の項目  

において3年次が1年次、2年次より高く、  

2年次は項目8，15，19において1年次より  

高い。このことは時間の構造化6要素におい  

て3年次が各学年を通して最も高いことを意  

味した。しかし、これらの結果だけでは学年  

次の特徴や変化を論ずるには不充分であると  

考え因子分析を行う。  

2）因子分析の解釈  

（1）看護学生1年次の因子の解釈と命名   

表2は看護学生1年次実習における因子負  

荷量の高い項目を示す。第1医Ⅰ子は項目にゲ  

ーム的要素が高く「他者否定」と命名する。  

第2因子は項目に雑談的要素が高く「雑談」  

と命名する。第3因子は項目にひきこもり的  

要素と活動的要素が高くイ自閉的向学」と命  

名する。第4因子は項目に儀礼的要素が負に  

負荷しているので「非儀礼」と命名する。第  

5因子は項目にひきこもり要素が負に負荷し  

ているので「活動」と命名する。第6因子は  

項目に活動的要素が負に負荷し、ゲーム的要  

素が正に負荷しているので「患者逃避」と命  

名する。  

（2）看護学生2年次の因子の解釈と命名   

表3は看護学生2年次実習における因子負  

荷量の高い項目を示す。第1因子は項目にひ  
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札的要素にひきこもり的要素が高く「儀礼」  

と命名する。第4因子は項目にゲーム的要素  

が高く「他者否定」と命名する。第5因子は  

きこもり的要素が高く「内面思考」と命名す  

る。第2因子は項目に活動的要素と親交的要  

素が高く「活動」と命名する。第3因子は儀  

表3  看護学生2年次の国子負荷量の高い項目  
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項目に活動・親交的要素が負に負荷し、親交   の合う人とつきあうなどであることから、  

的要素が正に負荷している。親交的要素項目   「排他的集団結成」と命名する。第6因子は  

の内容が同僚と仕事に関して相談する、趣味   項目に維談的要素が負に負荷し、「非雑談」   

表4  看護学生3年次の因子負荷量の高い項目  

17．患者といるときに他のことを考える  

21．繊毛診で考えごとをする  

他  

11．息者と鰭して不快感がある  
者  

8．蔑餞人やスポーツの静をずる  

膚  

20．感者にきらいな人がいる  o  

定  
亜．患者の呼び団しに不快感がある  －0   

1臥 よく知らない隠者に接不必鬱な儲優しない  偽 札  0．12  ℡0．2＄   0．14     0  ．19  0．22   

闘  
35．界零や翰文を醜む  

約  
24．体憩時間などに親しい人と給し込んでし凛う  0   

向  
3，病院の磯風とよく鰭をずる  

乱 文緻密闘ペる  

活  親 密  皿0．02  

27．礼儀正しくふる患う  

駒   
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分析し、因子負荷量の高い項目の因子構造を  

比較検討した。1年次第1因子「他者否定」、  

2年次第4国子「他者否定」が3年次に第4  

因子「他者肯定」に変化した。このことは、  

対人関係の心理が否定と肯定の表裏の関係に  

あることを暗示している。また1年次、2年  

次の患者への否定的感情が3年次には肯定的  

に変化して3年次の精神的成長がうかがえ  

る。1年次の第2匡仔「雑談」、2年次第6  

因子「非維談」、3年次第5因子「自閉的向  

学」への変化は、臨床実習の進度による学生  

の心理的変化を意味する云雑談は、儀礼的な  

関係から相手により近づけるかどうかさぐり  

を入れる心理的行為という10）。したがって、  

相手と共通した、差し障りのない、後日問題  

にならないような内容を話題として楽しい時  

間を過ごすことになる。1年次の実習は1週  

間という短期間であり、初めて患者と接する  

不安を、相手との心理的距離をおくことで安  

定させる雑談関係で終わることも可能であ  

る。一方、2年次の実習は2週間であり、患  

者の看護上のニーズに基づき立案した看護計  

画に沿って実習することになる。看護するに  

は患者との関係を疎める必要がある。学生は  

患者との関係を深めるプロセスとして雑談関  

係を通過していると考えられる。しかし実際  

の看護の体験は活動的な時間の構造化が雑談  

より優先している。3年次に至ってはより専  

門実習となり患者との雑談というより内面的  

に向学心の傾向に陥っている。1年次の第5  

因子「活動」は、2年次、3年次において第  

1因子「内面思考」に変化している。・これは  

実習の形態と学生と患者関係における心理変  

化によると考える。1年次の実習形態は患者  

の身のまわりの世話を基礎看護技術を学習す  

る意図で行われる。1人の患者を受け持って  

その患者のケアの必要性によって実践する。  

そして、予め実習目標に沿った患者が選択さ  

と命名する。  

（3）看護学生3年次の因子の解釈と命名   

表4は看護学生3年次実習の因子負荷量の  

高い項目を示す。第1因子は項目にひきこも  

り・ゲーム的要素が高く「内面思考」と命名  

する。第2因子は項目に親交、雑談的要素が  

高く「親交・雑談」と命名する。第3因子は  

項目に儀礼、親交的要素が高く「儀礼・親交」  

と命名する。第4因子は項目にゲーム、ひき  

こもり、雑談的要素が負に負荷している。し  

かもゲーム的要素項目が多いので「他者肯定」  

と命名する。第5因子は項目にひきこもり、  

活動的要素が高く、親交、雑談的要素が負に  

負荷していることから「自閉的向学」と命名  

する。第6因子は項目に活動、親交、儀礼的  

要素が高いので「活動」と命名すろ。  

3）看護学生の学年別因子構造の比較   

看護学生の学年別因子分析による因子項目  

とその命名の比較を図1で示す。  

1年次と2年次に共通する因子名は1年次  

の第1因子、2年次の第4因子の「他者否定」  

である。2年次と3年次に共通する因子名は  

2年次の第1因子と3年次の第1因子の「内  

面思考」である。2年次第2因子と3年次第  

6因子「活動」にも共通性はある。   

因子項目の移動は2個以上の流れにおいて  

みると因子名で述べた以外に次のことがいえ  

る。1年次の第5因子「活動」が2年次の第  

1因子「内面思考」へ移動している。1年次  

の第6因子「患者逃避」が2年次の第2因子  

「活動」への移動がある。同じく2年次第4  

因子「他者否定」が3年次第4因子「他者肯  

定」への移動がある。  

6．考察   

臨床実習における看護学生と患者との関係  

について時間の構造化6要素の調査項目によ  

り学年次別に調査を行った。その結果を因子  
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れている。1年次はより患者との活動関係が  

可能といえる。2年次、3年次も患者の身の  

まわりの世話をすることは基本であるが、実  

習形態としては看護過程の展開である。患者  

理解や人間関係の成立をより要求される。学  

生は看護者としての自信のなさ、対人関係で  

受ける精神的な苦痛や葛藤などから心的防衛  

が働くと考えられる。1年次の第6因子「患  

者逃避」は2年次第2因子「活動」、3年次  

は第6因子「活動」に変化している。これは  

対人関係の心理から患者の世話を避けるのと  

表裏に患者の世話をする心身の状態がある。  

2年次、3年次にはより建設的な看護の時間  

の構造化意識がある。   

看護教育の一教科である臨床実習は、医  

療・看護の現場で患者や患者をとりまく医療  

スタッフとの人間関係で学習が存在する。人  

間関係は人が他のある人間となんらかの関わ  

りをもっている状態をいう10）。実習の形態で  

ある受持看護を中心に考えるならば看護者と  

しての学生と患者との関わりとしてとらえら  

れる。看護学生と患者との関わりは、他人と  

一緒の時間を過ごす目的がその時の過ごし方  

を決めるという10）。このことから、患者と一  

緒の時間を過ごす学生の目的は、1つには学  

習という行動目標がある。もう1つは患者を  

回復に導く看護の行動目標がある。そしてこ  

の2つの目標は分離するものでなく、同一目  

標といっても過言ではない。  

看護とは患者の自律性に働きかけ、価値ある  

変化をもたらす継続的な過程をいい、この看  

護の過程は、患者と看護婦との関係成立のプ  

ロセスでもある。よい人間関係は相互に自律  

性を得ることにある‖）。同じく看護学生は患  

者を看護することで自律性を高める。看護学  

生の自律とは、あるがままの自分を受け入れ、  

学習環境である現状に適応し、学習意欲を高  

め、生き甲斐をもち、身体的、心理的、社会  

的及び倫理的にも人間的成長を目指すことで  

ある川。さらに他人と一緒の時の過ごし方を  

決める要因として、自分が相手と一緒にいる  

ときに感じる心の動き一感情である10）。その  

感情は相手に対していだく感情と自分自身に  

対していだく感情がある。その感情によって  

左右され、相手との過ごし方が決められると  

いう。この相手にいだく感情で相手との時間  

の過ごし方を決めていく自己に気づき、改善  

の手だてを知るのが、TAでいう暗闘の構造  

化理論の目指すものである。   

時間の構造化6要素は人との関わりで時と  

場合によって各要素の配分の差はあっても常  

に構造化しているものである。看護学生の臨  

床実習における調査結果である各学年の因子  

分析による6因子は特徴的な意識構造といえ  

る。しかし、学生を個別に見ることができれ  

ば、学生個人がこの6つの意識要因を実習時  

間帯に配分（比率）しているものと考えられ  

る。また、個々学生は時と場合によって時問  

の構造化要素の配分を変化させていると推察  

できる。なぜなら、TAの基本理論である人  

間のさまざまの自我状態は心的エネルギーと  

してとらえている12）ことから、この時間の構  

造化においても時間の構造化要素は個人によ  

って、時と場合で変化しているものとしてと  

らえたい。この点については、学生個別に調  

査内容を分析し、実習中の学生の行動観察や  

面接調査によって検討し、学生の学習に還元  

することが可能と考える。そうすることが看  

護教育における看護実習の実際に役立てられ  

るものと考える。人生と時間の構造化の関係  

について次のことがいわれている9）。心身共  

に不健康な人は時間の構造化が下手で工夫が  

足りない。心身共に不健康な人は時間の用い  

方にアンバランスがある。自分の人生に生き  

甲斐を感じていない人は時間の構造化ができ  

ない。バランスのとれた時間の構造化ができ  

ー253－   



TheJournalofKyushuUniversity ofNursingandSoeialWelfareVol．5No．1Mal－．2003  

学出版部刊、6～8（1978）  

7）松尾典子、内海混：看護学生の実習時間  

の過ごし方、日本交流分析学会第15回大会発  

表論文集15：39（1990）  

8）野村忍ほか、時間の構造化スケールの試  

み 第1報、予備調査、交流分析研究14  

（1・2）：67～73（1989）  

9）久米勝、自己改造法、千曲秀版社、173  

（1977）  
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ースデータ11（6）：80～84（1990）  

12）ジョン・M・デュセイ、他見酉次郎監修、  

新里塁審訳、エゴグラム、創元社、12（1980）  

ると、健康の剛夏、増進に役立ち、心身の調  

和をはかれる。看護学生の臨床実習での患者  

との時間の構造化が健康的でバランスのある  

ものにプログラミングできるように援助する  

ことが教師の役割であることを強調する。  

7．結論  

（1）各学年毎に因子分析し、因子負荷量の高  

い項目6因子を抽出した。1年次は「他者否  

定」「雑談」「自閉的向学」「非儀礼」「活動」  

「患者逃避」である。2年次は「内面思考」  

「活動」「儀礼」「他者否定」「排他的集団結成」  

「非維談」である。3年次は「内面思考」  

「親交・雑談」「儀礼・親交」「他者肯定」「自  

閉的向学」「活動」である。  

（2）学年別の因子構造の類似点の移動を1年  

次から3年次でみると、「他者否定」が「他  

者肯定」へ、「雑談」が「自閉的向学」へ、  

「活動」が「内面思考」へ「患者逃避」が  

「活動」へと移動している。このことは、看  

護学生の各学年における意識構造の変化を  

意味し、内容的には1年次より3年次に精神  

的成長がうかがえる。  
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甘imeStructt1日ngontheexperi‡Ⅵentalpraetieeofnursingstude‡－tS  

Noril（0】Ⅶatsuo  

Abstract   

7nepurposeofthisstudyistoidentifytherelationshipbetweennurslngStudentsandpatientsinan  

experimentalpracticethroughsixfactorsoftimestructul・ing（withdrawal，ritual，PaStime，game，intimacy，  

activity）inTransactionalAnalysis・ThisstudywasconductedinvoIving74nursingstudentsofthe  

DepartmentofNursing，AUniversityCollegeofMedicalSciencesfor3yearsbyusingthemethodof‖the  

questionnairfol・humanrelationsofnursingstudents”・Thefactol・analysis（Varimaxmethod）wasconducted  

forthedatafromthisinvestigationanditsinterpretationandnamlngWereperformed・As度result，Six  

factorswereverifiedattheendofeach academicyear，and theywel・e discussedincomparison  

respectively．  

Regardingthetransitioninfactorsfromthefirst－year－gradestudentstothethirdMyear－gradestudents，lVm  

OK，YoulreNotOKllchangedto†lIlmOk，YoulreOK‖andHgettelngaWayfrompatientsllchangedto  

＝activity＝・ThismeantthatmoreconstructivetimestruCturlngWaSObservedinthethil・d－year－grade  

students．  

Key words‥experimentalpractice，nurSlngStudents，humanrelations，TsansactionalanalysIS，time  

StruCturlng  
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